
(57)【要約】

【課題】施工が容易で、かつ意匠的な見栄えの良い鉄筋

コンクリート構造物の最上層における柱と梁の接合構造

を提供することである。

【解決手段】鉄筋コンクリート構造物の最上層における

柱と梁の接合構造１は、鉄筋コンクリート構造物の最上

層における柱梁接合部において、柱梁接合部内に柱主筋

が配筋され、該柱主筋の上端部に定着板が設けられて構

成され、また柱梁接合部内の梁上端主筋が柱内まで折り

曲げ配筋され、柱梁接合部内の梁下端主筋の先端部には

定着板が設けられ、柱梁接合部内における梁上端主筋に

はコ字形の柱頭補強筋が下側を向いて、梁軸方向または

梁軸直交方向の少なくとも一方向に配筋されたことを含

むものである。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 構 造 物 の 最 上 層 に お け る 柱 梁 接 合 部 に お い て 、 柱 梁 接 合 部 内 に 柱 主 筋 が
配 筋 さ れ 、 該 柱 主 筋 の 上 端 部 に 定 着 板 が 設 け ら れ た こ と を 特 徴 と す る 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 構
造 物 の 最 上 層 に お け る 柱 と 梁 の 接 合 構 造 。
【 請 求 項 ２ 】
柱 梁 接 合 部 内 の 梁 上 端 主 筋 が 柱 内 ま で 折 り 曲 げ 配 筋 さ れ 、 柱 梁 接 合 部 内 の 梁 下 端 主 筋 の 先
端 部 に は 定 着 板 が 設 け ら れ 、 柱 梁 接 合 部 内 に お け る 梁 上 端 主 筋 に は コ 字 形 の 柱 頭 補 強 筋 が
下 側 を 向 い て 帯 筋 に 内 接 し 、 梁 軸 方 向 ま た は 梁 軸 直 交 方 向 の 少 な く と も 一 方 向 に 配 筋 さ れ
た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 構 造 物 の 最 上 層 に お け る 柱 と 梁 の
接 合 構 造 。
【 請 求 項 ３ 】
柱 内 ま で 折 り 曲 げ 配 筋 さ れ た 柱 梁 接 合 部 内 の 梁 上 端 主 筋 の 先 端 部 に は 定 着 板 が 設 け ら れ た
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 構 造 物 の 最 上 層 に お け る 柱 と 梁 の 接
合 構 造 。
【 請 求 項 ４ 】
梁 主 筋 が 柱 梁 接 合 部 内 を 貫 通 し て 配 筋 さ れ 、 該 柱 梁 接 合 部 内 に お け る 梁 上 端 主 筋 に は コ 字
形 の 柱 頭 補 強 筋 が 下 側 を 向 い て 帯 筋 に 内 接 し 、 梁 軸 方 向 ま た は 梁 軸 直 交 方 向 の 少 な く と も
一 方 向 に 配 筋 さ れ た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 構 造 物 の 最 上 層
に お け る 柱 と 梁 の 接 合 構 造 。
【 請 求 項 ５ 】
柱 主 筋 に は 中 子 筋 が 配 筋 さ れ た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ に 記 載 の 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 構 造
物 の 最 上 層 に お け る 柱 と 梁 の 接 合 構 造 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 構 造 物 の 最 上 層 に お け る 柱 と 梁 の 接 合 構 造 に 関 す る も の で あ る
。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 構 造 物 に お け る 柱 梁 接 合 部 に つ い て は 特 開 ２ ０ ０ ０ － ３ ５ ５ ９ ７ ６ 号 公
報 の 発 明 が 開 示 さ れ て い る 。 こ の 柱 梁 接 合 部 に お い て は 梁 主 筋 を 柱 内 に お い て 下 側 に 折 り
曲 げ て 定 着 し て い た 。 ま た 柱 梁 接 合 部 に お け る 最 上 層 に お い て は 、 図 ８ に 示 す よ う に 、 柱
主 筋 ２ ０ の 定 着 長 を 確 保 す る た め に 、 柱 ２ １ 上 部 に 定 着 用 の ス タ ブ ２ ２ を 設 け る 必 要 が あ
っ た 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し 、 上 記 の よ う な 建 物 に お い て は 最 上 階 に ス タ ブ が 突 出 す る た め に 施 工 が 困 難 に な り
、 か つ 意 匠 的 な 見 栄 え が 悪 い と い う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
本 発 明 は 上 記 の よ う な 問 題 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 そ の 目 的 は 、 施 工 が 簡 単 で 、 か
つ 意 匠 的 な 見 栄 え の 良 い 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 構 造 物 の 最 上 層 に お け る 柱 と 梁 の 接 合 構 造 を 提
供 す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
以 上 の 課 題 を 解 決 す る た め の 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 構 造 物 の 最 上 層 に お け る 柱 と 梁 の 接 合 構 造
軽 の 要 旨 は 、 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 構 造 物 の 最 上 層 に お け る 柱 梁 接 合 部 に お い て 、 柱 梁 接 合 部
内 に 柱 主 筋 が 配 筋 さ れ 、 該 柱 主 筋 の 上 端 部 に 定 着 板 が 設 け ら れ た こ と を 特 徴 と す る 構 成 で
あ る 。 ま た 柱 梁 接 合 部 内 の 梁 上 端 主 筋 が 柱 内 ま で 折 り 曲 げ 配 筋 さ れ 、 柱 梁 接 合 部 内 の 梁 下
端 主 筋 の 先 端 部 に は 定 着 板 が 設 け ら れ 、 柱 梁 接 合 部 内 に お け る 梁 上 端 主 筋 に は コ 字 形 の 柱
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頭 補 強 筋 が 下 側 を 向 い て 帯 筋 に 内 接 し 、 梁 軸 方 向 ま た は 梁 軸 直 交 方 向 の 少 な く と も 一 方 向
に 配 筋 さ れ た こ と を 含 む 。 ま た 柱 内 ま で 折 り 曲 げ 配 筋 さ れ た 柱 梁 接 合 部 内 の 梁 上 端 主 筋 の
先 端 部 に は 定 着 板 が 設 け ら れ た こ と を 含 む 。 ま た 梁 主 筋 が 柱 梁 接 合 部 内 を 貫 通 し て 配 筋 さ
れ 、 該 柱 梁 接 合 部 内 に お け る 梁 上 端 主 筋 に は コ 字 形 の 柱 頭 補 強 筋 が 下 側 を 向 い て 帯 筋 に 内
接 し 、 梁 軸 方 向 ま た は 梁 軸 直 交 方 向 の 少 な く と も 一 方 向 に 配 筋 さ れ た こ と を 含 む 。 ま た 柱
主 筋 に は 中 子 筋 が 配 筋 さ れ た こ と を 含 む も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
柱 主 筋 を 梁 内 に 納 め 、 か つ 上 端 部 の 定 着 板 で 定 着 力 を 確 保 し た こ と に よ り 、 ス タ ブ を 設 け
る 必 要 が な い の で 簡 単 な 施 工 で 、 か つ 意 匠 的 に 見 栄 え の 良 い 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 構 造 物 の 最
上 層 に お け る 柱 と 梁 の 接 合 構 造 を 構 築 す る こ と が で き る 。 柱 頭 補 強 筋 ま た は 中 子 筋 に よ り
、 柱 梁 接 合 部 に お け る 変 形 性 能 お よ び 靱 性 を 十 分 に 確 保 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 本 発 明 の 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 構 造 物 の 最 上 層 に お け る 柱 と 梁 の 接 合 構 造 （ 以 下 、 以 下
柱 と 梁 と の 接 続 構 造 と い う ） の 実 施 の 形 態 を 図 面 に 基 づ い て 詳 細 に 説 明 す る 。 ま た 各 実 施
の 形 態 に お い て 同 じ 構 成 は 同 じ 符 号 を 付 し て 説 明 し 、 異 な っ た 構 成 に の み 異 な っ た 符 号 を
付 し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
本 実 施 の 形 態 は 、 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 構 造 物 の 最 上 層 の 外 周 囲 に お け る 柱 と 梁 の 接 合 構 造 を
対 象 と し 、 図 １ は 第 １ の 実 施 の 形 態 、 す な わ ち Ｌ 形 の 柱 と 梁 の 接 合 構 造 を 示 し た も の で あ
る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
こ の 柱 と 梁 の 接 合 構 造 １ は 、 柱 主 筋 ２ が 梁 か ら 突 出 せ ず に 柱 梁 接 合 部 内 に 配 筋 さ れ 、 そ の
上 端 部 に 柱 主 筋 ２ と 直 交 し た 定 着 板 ３ が 設 け ら れ て い る 。 こ の 定 着 板 ３ は 平 面 円 形 で あ り
、 柱 主 筋 ２ の 上 端 部 に ね じ 込 ま れ て い る 。 ま た 定 着 板 ３ は 円 形 に 限 ら ず 、 楕 円 形 ま た は 方
形 で あ っ て も よ く 、 複 数 の 柱 主 筋 ２ に わ た っ て （ 柱 主 筋 を 束 ね る よ う に し て ） 設 け て も よ
い 。 ま た 梁 主 筋 ４ は 柱 梁 接 合 部 内 ま で 延 び 、 上 端 主 筋 ５ が 外 側 の 柱 主 筋 ６ 付 近 で 下 側 に 折
り 曲 げ ら れ て い る 。 ま た 、 こ の 上 端 主 筋 の 先 端 部 と 、 外 側 の 柱 主 筋 ６ ま で 延 び た 梁 下 端 主
筋 ７ の 先 端 部 と に は 、 定 着 板 ３ が 設 け ら れ て い る 。 こ の 定 着 板 ３ も 前 記 の 定 着 板 ３ と 同 じ
も の で あ り 、 前 記 と 同 じ よ う に 楕 円 形 ま た は 方 形 の も の で あ っ て も よ い 。 ま た 柱 内 に は コ
字 形 の 柱 頭 補 強 筋 ８ 、 ９ が 下 側 を 向 い て 帯 筋 ６ ａ に 内 接 し た 状 態 で 、 梁 上 端 主 筋 ５ と 直 交
方 向 お よ び 平 行 方 向 に 配 筋 さ れ て い る 。 こ の 梁 上 端 主 筋 ５ と 平 行 方 向 の 柱 頭 補 強 筋 ８ は 、
コ の 字 を 下 に 向 け た 状 態 （ 柱 主 筋 に 沿 っ て 所 定 長 さ 配 筋 さ れ た 状 態 ） で 各 梁 上 端 主 筋 ５ の
一 側 面 ま た は 両 側 面 に 沿 っ て 配 筋 さ れ 、 梁 上 端 主 筋 ５ と 直 交 方 向 の 柱 頭 補 強 筋 ９ も コ の 字
を 下 に 向 け た 状 態 （ 柱 主 筋 に 沿 っ て 所 定 長 さ 配 筋 さ れ た 状 態 ） で 、 各 梁 上 端 主 筋 ５ を 跨 ぐ
よ う に し て 配 筋 さ れ て い る 。 な お 、 柱 頭 補 強 筋 ９ は 上 記 の よ う に 梁 上 端 主 筋 ５ と 直 交 方 向
お よ び 平 行 方 向 に 配 筋 さ れ た も の に 限 ら ず 、 梁 上 端 主 筋 ５ と 直 交 方 向 に の み 、 ま た は 平 行
方 向 に の み 配 筋 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
ま た 図 ２ は 、 上 記 の 柱 と 梁 の 接 合 構 造 １ の 層 せ ん 断 力 と 層 間 変 形 角 と の 関 係 を 示 し た 試 験
結 果 で あ り 、 こ れ に よ り 十 分 な 変 形 性 能 と 靱 性 と を 備 え て い る こ と を 確 認 す る こ と が で き
る 。
【 ０ ０ １ １ 】
ま た 図 ３ は 第 ２ の 実 施 の 形 態 の 柱 と 梁 の 接 合 構 造 １ ０ を 示 し 、 柱 梁 接 合 部 内 で で 下 側 に 折
り 曲 げ 配 筋 さ れ た 梁 上 端 主 筋 ５ が 柱 内 部 に ま で 延 び 、 そ の 先 端 部 に 定 着 板 ３ が ね じ 込 ま れ
て い な い も の で あ り 、 こ れ 以 外 は 第 １ の 実 施 の 形 態 の 柱 と 梁 の 接 合 構 造 １ と 同 じ 構 成 で あ
り 、 同 じ 効 果 を 奏 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
ま た 図 ４ は 第 ３ の 実 施 の 形 態 の 柱 と 梁 の 接 合 構 造 １ ３ を 示 し た も の で あ り 、 梁 上 端 主 筋 ５
と 直 交 方 向 お よ び 平 行 方 向 に コ 字 形 の 柱 頭 補 強 筋 ８ 、 ９ が 配 筋 さ れ て い な い こ と 以 外 は 、
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第 ２ の 実 施 の 形 態 の 柱 と 梁 の 接 合 構 造 １ と 同 じ 構 成 で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
ま た 図 ５ は 第 ４ の 実 施 の 形 態 、 す な わ ち Ｔ 形 の 柱 と 梁 の 接 合 構 造 １ ４ を 示 し た も の で あ る
。 こ の 柱 と 梁 の 接 合 構 造 １ ４ は 、 柱 主 筋 ２ が 梁 か ら 突 出 せ ず に 柱 梁 接 合 部 内 に 配 筋 さ れ 、
そ の 上 端 部 に 柱 主 筋 ２ と 直 交 し た 定 着 板 ３ が 設 け ら れ 、 こ の 定 着 板 ３ が 設 け ら れ た 柱 主 筋
２ に は 中 子 筋 １ ５ が 交 差 状 に 配 筋 し て 構 成 さ れ て い る 。 ま た 梁 主 筋 ４ は 柱 梁 接 合 部 内 を 貫
通 し て 配 筋 さ れ 、 こ の 柱 梁 接 合 部 内 に は 梁 上 端 主 筋 ５ と 直 交 方 向 お よ び 平 行 方 向 の コ 字 形
の 柱 頭 補 強 筋 ８ 、 ９ が 配 筋 さ れ て い る 。 こ の 梁 上 端 主 筋 ５ と 平 行 方 向 の 柱 頭 補 強 筋 ８ は 、
上 記 と 同 じ よ う に 、 コ の 字 を 下 に 向 け た 状 態 （ 柱 主 筋 に 沿 っ て 所 定 長 さ 配 筋 さ れ た 状 態 ）
で 各 梁 上 端 主 筋 ５ の 一 側 面 ま た は 両 側 面 に 沿 っ て 配 筋 さ れ て 帯 筋 ６ ａ と 内 接 し 、 梁 上 端 主
筋 ５ と 直 交 し た 柱 頭 補 強 筋 ９ も コ の 字 を 下 に 向 け た 状 態 （ 柱 主 筋 に 沿 っ て 所 定 長 さ 配 筋 さ
れ た 状 態 ） で 各 梁 上 端 主 筋 ５ を 跨 ぐ よ う に し て 配 筋 さ れ て 帯 筋 ６ ａ と 内 接 し て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
ま た 図 ６ は 上 記 の 柱 と 梁 の 接 合 構 造 １ ４ の 層 せ ん 断 力 と 層 間 変 形 角 と の 関 係 を 示 し た 試 験
結 果 で あ り 、 こ れ に よ り 十 分 な 変 形 性 能 と 靱 性 と を 備 え て い る こ と を 確 認 す る こ と が で き
る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
図 ７ は 第 ５ の 実 施 の 形 態 の 柱 と 梁 の 接 合 構 造 １ ６ を 示 し た も の で あ り 、 柱 主 筋 ２ に 中 子 筋
１ ５ が 配 筋 さ れ て い な い こ と 以 外 は 、 第 ５ の 実 施 の 形 態 の 柱 と 梁 の 接 合 構 造 １ ４ と 同 じ 構
成 で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
な お 、 図 １ 、 ３ 、 ４ ～ ６ お よ び ８ に お け る 柱 と 梁 の 接 合 構 造 １ 、 １ ０ 、 １ ３ 、 １ ４ 、 １ ６
は 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 構 造 物 の 最 上 層 に 限 ら ず 、 他 の 箇 所 、 例 え ば 内 部 に お け る 柱 と 梁 の 接
合 構 造 に も 適 用 す る こ と が で き る 。 ま た 、 こ の 柱 と 梁 の 接 合 構 造 １ 、 １ ０ 、 １ ３ 、 １ ４ 、
１ ６ は 鉄 骨 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 構 造 物 の 最 上 層 に も 適 用 す る こ と が で き る 。 ま た 上 記 の 最 上
層 と は セ ッ ト バ ッ ク 部 の 最 上 層 も 含 ま れ る も の と す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
【 発 明 の 効 果 】
柱 主 筋 を 梁 内 に 納 め 、 か つ 上 端 部 の 定 着 板 で 定 着 力 を 確 保 し た こ と に よ り 、 ス タ ブ を 設 け
る 必 要 が な い の で 簡 単 な 施 工 で 、 意 匠 的 に 見 栄 え の 良 い 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 構 造 物 の 最 上 層
に お け る 柱 と 梁 の 接 合 構 造 を 構 築 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
柱 頭 補 強 筋 ま た は 中 子 筋 に よ り 、 柱 梁 接 合 部 に お け る 変 形 性 能 お よ び 靱 性 を 十 分 に 確 保 す
る こ と が で き た 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 第 １ の 実 施 の 形 態 の 柱 と 梁 の 接 合 構 造 を 示 し 、 （ １ ） は 平 面 図 、 （ ２ ） は 側 面 図
で あ る 。
【 図 ２ 】 第 １ の 実 施 の 形 態 の 柱 と 梁 の 接 合 構 造 の 層 せ ん 断 力 と 層 間 変 形 角 と の 関 係 を 示 し
た 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 第 ２ の 実 施 の 形 態 の 柱 と 梁 の 接 合 構 造 を 示 し 、 （ １ ） は 平 面 図 、 （ ２ ） は 側 面 図
で あ る 。
【 図 ４ 】 第 ３ の 実 施 の 形 態 の 柱 と 梁 の 接 合 構 造 を 示 し 、 （ １ ） は 平 面 図 、 （ ２ ） は 側 面 図
で あ る 。
【 図 ５ 】 第 ４ の 実 施 の 形 態 の 柱 と 梁 の 接 合 構 造 を 示 し 、 （ １ ） は 平 面 図 、 （ ２ ） は 側 面 図
で あ る 。
【 図 ６ 】 第 ４ の 実 施 の 形 態 の 柱 と 梁 の 接 合 構 造 の 層 せ ん 断 力 と 層 間 変 形 角 と の 関 係 を 示 し
た 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 第 ５ の 実 施 の 形 態 の 柱 と 梁 の 接 合 構 造 を 示 し 、 （ １ ） は 平 面 図 、 （ ２ ） は 側 面 図
で あ る 。
【 図 ８ 】 従 来 の 柱 と 梁 の 接 合 構 造 を 示 し 、 （ １ ） は Ｌ 形 の 接 合 構 造 の 側 面 図 、 （ ２ ） は Ｔ
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形 の 接 合 構 造 の 側 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 、 １ ０ 、 １ ３ 、 １ ４ 、 １ ６ 　 柱 と 梁 の 接 合 構 造
２ 、 ６ 、 ２ ０ 　 柱 主 筋
３ 　 定 着 板
４ 　 梁 主 筋
５ 　 梁 上 端 主 筋
６ ａ 　 帯 筋
７ 　 梁 下 端 主 筋
８ 、 ９ 　 柱 頭 補 強 筋
１ ５ 　 中 子 筋
２ １ 　 柱
２ ２ 　 ス タ ブ
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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